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「まちライブラリー」講演会の開催
　寄贈された本へ、寄贈者や読んだ
方がメッセージを綴

つづ

ることで、＂人の
縁＂を紡いでいく活動「まちライブラ
リー」に関する講演会を開催します。
［とき］平成26年1月11日（土）午後 
2時～ 3時　＊開場は午後1時45分
［ところ］ひきふね図書館（京島1－
36－5）［テーマ］「本」を通じて「人」
と出会う文化拠点づくり［定員］先着
20人［費用］無料［申込み］当日直接
会場へ［問合せ］ひきふね図書館
‹5655－2350

メールマガジン配信中！
　「墨田区ひきふね図書館パート
ナーズ」が企画・実施する様々なイ
ベントの情報を、毎月1回程度無料
で配信するメールマガジンです。
　メールマガジンへの登録には、下
のコードを携帯電話等で読み取り、
登録用のホームページに接続するか、

 a0001599675 
@mobile.mag2.
comへ空メールを
送って手続をしてく
ださい。

＂誰もが訪れたくなる場所＂の実現へ

ひきふね図書館
　ひきふね図書館（京島1－36－5）では、〝誰もが訪れたくな
る図書館〞をめざし、「墨田区ひきふね図書館パートナーズ」等
のボランティア団体とともに、利用する区民の視点で考えた
事業を行っています。今後も、斬新で魅力的な事業を積極的
に展開していきますので、ぜひ、ご期待ください。

協働により創
つく

っています
　皆さんにとって、図書館はどのよ
うな場所でしょうか。本を借りたり、
何かを調べたりする場所ですか。そ
れとも、あまり行かない場所ですか。
ひきふね図書館では、＂新たな知識・
情報と出会う場所＂として、これまで
利用していなかった方も訪れたくな
るよう、ボランティア団体等との協
働で様々な事業を展開しています。
　その一つに、ひきふね図書館の催

し等へ区民が積極的に携わるため結
成した「墨田区ひきふね図書館パー
トナーズ」との協働事業があります。
これまでに、館内での「ぬいぐるみお
泊まり会」や「コンサート」、大人を対
象とした「絵本読書会」等、利用する
区民の視点で考えたユニークな催し
を実施してきました。また、区内在
住の中学生が同世代向けの催しを企
画する事業である「おもてなし課」の
ほか、館内の本を活用した「ビジネ
ス支援講座」も実施しています。

　今後も、本を借りたり、調べもの
をしたりする場所として利用しても
らうことはもちろん、これらの事業
を協働で進めていくことで、＂誰もが 

訪れたくなる図書館＂づくりを進め
ていきます。ぜひ、ご利用ください。
［問合せ］ひきふね図書館‹5655－
2350

「墨田区ひきふね図書館パートナーズ」との協働により実施している催しは、様々な世代の
多くの方が図書館を訪れるきっかけとなっています

　図書館利用者を増やすため、私たちの会社員として
の経験や、図書館にある多くのビジネス書などを活用
し、「ビジネス支援講座」を開いています。パートナー
ズには、ほかに20人のメンバーがいますが、それぞ
れユニークな活動をしていますよ。
　これにより、本を貸すという従来の図書館の役割に、
新たな役割を加えることができるので、これまで図書
館と縁のなかった方が利用するきっかけになるととも
に、新たな出会いやコミュニティづくりにもつながる
と思います。そして、地域の皆さんから「ないと困る」
と言ってもらえる図書館にしていきたいです。
　来年3月末には、開館1周年記念として、みんなが
持ち寄った本で交流を深める「植本祭」を開催する予定
ですので、ぜひ、ご期待ください。

　私たち「おもてなし課」は、パートナーズの事業の一
つとして、区内在住の中学校1年生～ 3年生の10人で
活動しています。普段は、本を借りたり勉強したりす
るときに図書館を利用しているのですが、「おもてな
し課」での活動は、利用者を＂もてなす＂側として企画
を考えるので新鮮ですし、楽しいです。
　今年の夏休みには、私たちが出した問題を館内の本
を使って解いていく「調べ物競争」を開催しました。そ
して今は、次の企画「検定コーナー」についての話合い
を進めていて、＂漢検＂や＂英検＂などに役立つ情報が満
載のコーナーにするつもりです。
　こうした活動を通して、図書館を今まで以上に楽し
い場所にしたいです。そうすれば、同じ年代の人たち
も、もっと大勢利用してくれるようになると思います。

「墨田区ひきふね図書館パートナーズ」のメンバー
（写真左から）北村志麻さん、小田垣 宏和さん

「ひきふね図書館おもてなし課」のメンバー（写真左から）
金澤綾音さん、田村珠雲さん、秋山剛慶さん、澤本一志さん

区民目線の企画で、皆さんのニーズに応えます 私たちの活動で、もっと楽しい場所にします

コード

2つの矩形が寄り添うシンボルは、
墨田区在住・在勤者、企業やNPOなどと、
区および区職員との協働・協治を表すものです。

●2面以降の主な内容
2・3面…区の財政状況の公表
　 4面…年末年始の資源物・ごみの収集
　 5面…は～もに～
　 6面…すこやかライフ
7・8面…講座・教室・催し・募集

2013.12.11

発行：墨田区（広報広聴担当） 5608−1111代表 〒130−8640墨田区吾妻橋一丁目23番20号

NO.1731
（毎月1日・11日・21日発行）

すみだと全国の旬間歳時記

●�12月11日：すみだ生涯学習セン
ターが開館した日
　平成６年のこの日、ユートリヤ
の愛称で親しまれている「すみだ
生涯学習センター」（東向島２－38
－７）が開館した。区民の生涯学習
の拠点として、館内には、学習情
報を提供する情報コーナーや、視
聴覚コーナー等が設けられている。


